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が対応論的に見出せるかもしれないo 太Vジーズ (I)参照o 1
〔Ans.2) 量子力学自体の内に 牧拡散の運動エネル ギー'を要求する因子が




を問題にしようo Pは realとしてお くO
U i:
9)△¢=div(?▽P)-(▽P)2 (1･a)




<E> -/Iも2/2m)(▽P)2+UP2号dT ･ (2)
この右辺第 1項は確かに運動エネルギーの期待値に由来するが,しかし, こ
れ自体としては何者であろ うか ? 一般に固有値について
























によって拡廠速度 u菅導入すると,上述の変分 (4･b)紘,fP2dT - 1のも
とで
∂ffLiTV2)u2 甲2 ldT +∂′UP2 d7 -0 (6)
となり,正に拡散流の平均運動エネルギーがUminを求める傾向と均合うもの





































































∂▽S/∂t-mQft)- 0 1 (14)



























による実数の確率振幅Aに戻 ってお くと(17)は次のように なり,
EA-lKce +U- (も2/2m)△iA, (19)
●
Eを固有嘩とし, Aに対する固有値方程式であり, とくに ▽S-mQ-Oの静
止系に対しては通常の定常波動方潜式 l
‡- (も2/2m)△+t月 A-EA (20)
が成立するoAに対して一価 ･連凝 ･有限性である ことを容話しておこうO量
子力学的運動エネルギー演算子は,この意味で もSに由来するのではをく, 求
に 由来する (あるhは量子ポテンシャルに由来する) ことが知れるO
童子力学的エネル ギーの期待値
<出〉 - iL f 軒 ∂甲/∂t dT
蟹求 め ると,
【i=!ウ





こ こ に =≡ヨ
ー(秦/2)<divu>-0,
古輿的超勤エネルギーと拡散流の平均運動エネルギーとは<fi>托対して逆方
向に寄与す孝,jry.になっているが･首- 一路▽把よ り運動畢演算子を導入す る
と,





































となるO 当然のことであるの示もしれないが (25･a)と共に, (25･b)が
出て ,
-f芸dR -極小























であるo 条件 (25)の下で (26･b)から,
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mdTS/ dtニー ▽U (29)















































∂tsニ Uー∂t+伍 2/2m) 払A/A)∂t,I
が成立する｡
これは確率碍幅A (q･,t)の時間推進

































式 (15･a&b) の周囲のどうどうめ ぐりVL止 っているとの批判は甘受してお
かねばならぬ｡
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